



















































































































































0.9999999...＝ ? ? ? ?…
を数と認めるのであれば，
 
（A）1? ? ? ? ?…
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は，虚数単位i＝ ? は２乗して－1 になる数
であると定義して矛盾が起きないことを示せば
十分で，虚数が実在するかどうかといった議論
は不要です）。
その他の数の世界
公理主義を導入することによって，数学者
は疑念を持つことなく実数や複素数を扱える
ようになりました。それだけでなく，公理主
義の導入に伴う抽象論の進化によって，数学
者は，自然数から始まる直観的な数の世界以
外にも，数の世界を見つけ出したのです。こ
れらは，決して机上の空論ではありません。
例えば，整数の性質を論じる場合には，有
理数の世界から，デデキントの切断とは全く
別の方法で数の世界を拡張したp進体という
数の世界を考えることがあります。p進体の
世界は実数の世界と全く異なっていますが，
整数の性質を論じるのに有効なだけでなく，
物理学などにも応用があります。また，自然
数と違って，１を何回か足すと０になるとい
う数の世界（有限体の世界）も考えることが
できます。こちらはコンピュータの世界と相
性がよく，特に通信理論（符号や暗号）にお
いて，数学の非常に高度な結果をもちいる技
術が実用化されています。
世の中うまくできている
ここまでは公理主義による数学の発展の話
でしたが，公理主義を採用したゆえに起きる
問題点についても触れないわけにはいきませ
ん。
18世紀，数学者たちが直観的な立場を捨て
て公理主義を採ったことは，論理的な保証を
与えるという点で大いに数学を進歩させまし
たが，同時に，現実と合致するという保証が
まったくなくなってしまったのです！　数学
と物理学は，学問としてとても密接に関連し
あっていますが，数学で得られた定理が物理
学に応用できる保証は，現在では何もありま
せん。それにも関わらず，数学と物理学は，
現在に至るまで密接な関係を保ち続けていま
す。それどころか，上述のように，直観的で
はない数の世界すら，物理学などに応用が生
じているのです。
なぜこんなに数学と物理学が密接であり続
けられるのかは，実は，科学そのものの大き
な謎のひとつなのです。筆者は無神論者です
が，世の中うまくできているなぁと思ってい
ます。
注記　本稿では，数の世界について現代数学
の観点から論理性を主眼として説明しまし
た。そのため歴史的な発想・考察の経緯に沿
わず，後になって整備された論法を用いて述
べています。歴史的な部分については，例え
ば，
・ 「理大 科学フォーラム」405号「複素数，
複素平面の登場と幾つかの話」大和澄夫
・ 『零の発見』吉田洋一（岩波新書）
などが参考になるかと思います。
